
�ブ ナ 林 を 見 に 行 こ う  ➁ 能 登 編

い し か わ の ブ ナ 林
石 川 県 で は 白 山 に ま と ま っ た ブ ナ 林 が
あ り ま す が 、 標 高 の 低 い 所 に も 小 さ な
ブ ナ の 林 が 県 内 各 地 に あ り ま す 。 能 登
半 島 に は 高 い 山 は あ り ま せ ん が 、 宝 立
山 な ど の 山 頂 付 近 に 少 し ず つ ブ ナ 林 が
あ り ま す 。 昔 、 石 川 県 で は 広 く ブ ナ 林
が あ っ た と 考 え ら れ て い ま す 。 点 在 し
て 遺 る 低 地 の ブ ナ 林 は 、 昔 の 面 影 を 今
に 伝 え る 貴 重 な ブ ナ 林 で す 。

【 三 国 山 の ブ ナ 林 】

御 山 ( お や ま ) 神 社 社 叢 の ブ ナ 林 （ 写 真 提 供 ： 松 島 浩 氏 ）
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い し か わ 自 然 マ ッ プ
 石 川 県 内 の
 主 な ブ ナ 林
 を マ ッ ピ ン グ ！

ブ ナ 林 が 見 ら れ る
と こ ろ

三 国 山 登 山 口 の 大 鳥 居 。
三 国 山 の 頂 上 ま で 約 � � 分 。
（ 写 真 提 供 ： 松 島 浩 氏 ）  

左 ： 御 山 神 社
（ 写 真 提 供 ： 松 島 浩 氏 ）
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加 賀 、 越 中 、 能 登 の 三 国 に 接 す る 峠 に ま た が る
三 国 山 は 標 高 � � � . � m の 低 山 で す 。 御 山 神 社 の
社 叢 に ブ ナ の 原 生 林 が あ り ま す 。 県 内 の ブ ナ 林
は 標 高 � � � ～ � , � � � m に
広 く 分 布 し ま す が 、 三 国
山 で は 標 高 � � �ⅿの 低 地
に ブ ナ 林 が 分 布 し ま す 。
寒 冷 期 に 平 地 で 優 占 し て
い た ブ ナ 林 が 残 存 し た と
さ れ て い ま す 。
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（ 執 筆  中 野 真 理 子 ）

【 石 動 山 の ブ ナ 林 】➁

左 ： 能 登 で は 最 も 広 い 石 動 山 の ブ ナ 林
上 ： チ ャ ボ ガ ヤ な ど が 林 内 に 生 え 、 標 高 の 高 い
白 山 な ど の ブ ナ 林 と は 様 子 が 違 う 。  

【 鉢 伏 山 の ブ ナ 林 】

➂ - �【 高 州 山 の ブ ナ 林 】

➂ - �

さ あ 、 い し か わ の ブ ナ 林 に い っ て み よ う ！

石 動 山 は 標 高 � � � m と 高 い 山 で は あ り ま せ ん が 、 能 登 で は 最 も 広 い ブ ナ 林 が み ら れ ま す 。
史 跡 も 多 い の で 、 ブ ナ 林 散 策 と 史 跡 巡 り を 楽 し む こ と が で き ま す 。 植 生 学 的 に み る と 、 白
山 の 代 表 的 な ブ ナ 林 は 「 チ シ マ ザ サ - ブ ナ 群 集 」 に 区 分 さ れ 、 ア カ イ タ ヤ ・ ム ラ サ キ ヤ シ オ
・ ミ ネ カ エ デ が 標 徴 種 ( 植 生 を 特 徴 づ け る 種 ) で す 。 石 動 山 の よ う な 低 地 ブ ナ 林 は 「 ク ロ
モ ジ - ブ ナ 群 集 」 に 区 分 さ れ る ブ ナ 林 で 、 標 徴 種 は ム ラ サ キ マ ユ ミ ・ フ ウ リ ン ウ メ モ ド キ ・
チ ャ ボ ガ ヤ で す 。 ど ち ら の 群 集 も ブ ナ 林 で す が 、 一 緒 に 生 育 す る 植 物 種 が 違 う の で 、 林 の
雰 囲 気 が 異 な り ま す 。

左 ： 高 州 山 山 頂 に は 高 州 山 神 社 の 奥 院 が
あ り 、 一 帯 に ブ ナ 林 が 広 が る 。

高 州 山 は 標 高 � � � m で 奥 能 登 丘 陵 で
は 最 高 峰 で す が 、 高 い 山 で は あ り ま
せ ん 。 山 頂 に ブ ナ 林 が み ら れ ま す 。
神 域 と し て ブ ナ が 守 ら れ 、 幹 回 り の
大 き な 立 派 な ブ ナ の 木 が 遺 さ れ て き
ま し た 。

鉢 伏 山 は 標 高 � � � . � m 。 高 州 山 と と も に 古 く か ら 霊 山
と し て 崇 め ら れ て い ま す 。 � � � � 年 代 よ り ブ ナ の 伐 採
が 進 ん だ た め 、 周 辺 の 林 道 付 近 の み に ブ ナ 林 が 遺 っ て
い ま す 。

鉢 伏 山 の 登 山 口 。 こ の 登 山 道 沿 い に は ブ ナ
は あ ま り 残 っ て な い が 、 ブ ナ の 若 木 が 植 栽
さ れ て い る 。


